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女性が輝く職場へ
　消防職員意見発表会が 2月 10 日、松浦市消防
本部で行われました。
　同会は、消防職員の自覚と志気の高揚、資質向
上を目的に、毎年開催されています。
　この日は、6人の職員が、日々の職務を通じて
得た教訓や抱負など、各自テーマを定めて発表し、
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さんが最優秀賞を受賞しました。　
　加世田さんは「無限の可能性」と題し、「消防
職員には、女性にし
かできない仕事もあ
ると気づき、消防職
において女性も活躍
できるとＰＲしてい
きたい」と発表しま
した。
　加世田さんは 4月
15 日に行われる長崎
県下消防職員意見発
表会へ出場します。

子どもたちのため布絵本を作成
　母子保健推進員は 2月 21 日、子どもたちに
触れて楽しんでほしいと、半年あまりかけて手
作りした「布の絵本」2冊を、市に寄贈しました。
　同推進員は現在 13 人。市が実施する乳幼児
健診などに携わり、親子の健やかな暮らしを支
援しています。
　絵本は、乳児健診の際に配布されるオリジナ
ル絵本「だっこだっこ」を大きくしたものです。
　寺澤慶子さんは同推進員を代表して「愛情を
込めて作りました。多くの親子が触れて遊んで
くれると嬉しい」と話しました。

「フードドライブ」で地域に貢献
　第一生命保険株式会社佐世保営業支社（西川渉支
社長）は 2月 24 日、寄付金とフードドライブで集
めた食品を市へ寄贈しました。
　フードドライブとは、家庭内で忘れられ保管された
ままになっている「もったいない食品」を集め、施設
等に寄付する活動。この日、同社は近隣の企業40社
と協力して集めた食品を寄贈しました。
　また、社員の歩数に応じて寄付を行う、同社の寄付
金支援制度を活用し、地域の課題解決のために役立て
てほしいと市長へ寄付金を手渡しました。
　西川支社長は「地域が抱えるさまざまな課題を解決
するため私たちも協力していきたい」と話しました。

株式会社越前屋に感謝状を贈呈
　市は 2月 24 日、企業版ふるさと納税を通じて市
へ寄付を行ったエミネントファッショングループの
株式会社越前屋（髙野圭右代表取締役社長）へ感謝
状を贈呈しました。
　髙野社長は「社業が発展できたのも松浦市の恵まれ
た環境のおかげであると感謝しており、その想いで今
回ご寄付させていただきました」と話されました。
　寄付金は、市内の保育所等における木育・ウッド
スタートの取り組みへの支援などに活用されます。
　また、株式会社エミネントスラックスには、新型
コロナウイルス感染症対策として、抗菌・抗ウイル
ス剤を庁舎内に噴霧していただきました。
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▲左から 3人目が西川支社長

▲右から 2人目が寺澤さん

▲左から 4人目が髙野社長
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小橋川　時雄さん
（御厨・池田）

　大正11年2月11日生まれ。
沖縄県で生まれ、23歳で結婚。　　
　地域の美化清掃などのボラ
ンティア活動にも長く従事さ
れました。くじけない、粘り
強い性格で、現在は、入所中
の施設で毎日歩行練習をされ
ています。

前濱　カメヲさん
（福島・福崎）

　大正 11 年 3月 3日生まれ。
　伊万里市で生まれ育ち、24
歳頃結婚。
　とても活発な性格で、ゲー
トボールや日本舞踊など趣味
が多く、編み物や陶芸の作品
は、周りの方に贈って喜ばれ
ていました。

七種　ハツヱさん
（御厨・小船）

　大正11年3月20日生まれ。
　御厨町で生まれ育ち、16 歳
で結婚してからは農業に従事。
　現在も、天気のいい日は畑
に出て、野菜や花の手入れを
し、収穫した野菜で作った漬
物や花をおすそわけして、周
りの方に喜ばれています。

オンラインでホークス交流
　北海道鷹栖町小学校 2校と松浦市の小学校 2校
が、「ホークス交流事業」としてオンラインで交
流を行いました。
　この事業は、気候や風土、文化が異なる地域の
生活を学び、郷土愛や広い視野を持つ青少年を育
成することを目的に実施されています。
　鷹栖小学校と今福小学校の 6年生は 2月 22 日、
グループに分かれて自己紹介を行い、玉入れ競争
などのレクリエーションで交流しました。
　北野小学校と御厨小学校の 6年生は 3月 1 日、
「昼休みの過ごし方」などさまざまな質問に答え
合い、互いの地域の違いを学びました。

地域のためにできること
　中学生によるアルミ缶回収収益金の贈呈式が
3月 7日、調川中学校で行われました。
　市内中学校では、平成 10 年からアルミ缶回
収に取り組んでおり、収益金を活用して地域に
役立つものを寄贈しています。
　今年度は収益金 9 万 6,150 円（アルミ缶約
2,623㌕）で購入した空気清浄機と自動手指消
毒器をつきのかわ支え合いサポーター　「ムー
ンリバー」（山口建子代表）へ寄贈しました。
　調川中学校環境美化委員長の河野貴広さんは
「今後もアルミ缶回収を続けて、地域に貢献し
ていきたい」と話しました。
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